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時代 西暦 和暦 出来事

紀元前2000年 エジプトの古代都市テーベの古墳から出土したミイラの麻布が藍染めとされる

紀元前3世紀 中国の荀子（じゅんし）が「青ハコレヲ藍ニ取リテ 藍ヨリモ青シ」と書き残す

紀元前2～3世紀 ペルー中部の太平洋岸で栄えたパラカス文明の遺跡から、藍染めの木綿の布が出土

紀元前１世紀 中国の経書『礼記（らいき）』に藍染めを禁じた記述がある

紀元前40～70年 インド洋近辺の航海案内書によると、このころインドの藍は地中海方面に輸出されていた

古墳時代

4世紀中ごろ 下池山古墳から鏡と一緒に出土した赤と青の絹織物の青は、藍で染めたものとされる

400～450 渡来人たちから養蚕や製織の技術が伝わり、絹織物が発達

5世紀ごろ 中国から紅花と紫根染めが伝来

飛鳥時代 603 推古 11
聖徳太子が冠位十二階を制定。冠には紫・青・赤・黄・白・黒の 6色を配する。衣服の色も
冠と同じ色が用いられたが、これは染色技術が発達したため可能になったという

鎌倉時代

1248 宝治 2
吉野川下流（藍住町）の見性寺の開祖・翠桂（すいけい）和尚が、「唐から輸入した藍の苗を栽
培して衣を染めた」と『見性寺記録』に記す。これが阿波藍の始まりともいわれる

12～14世紀
黒に近い濃い藍色「搗色」「褐色」（ともに「かちいろ」と読む）が「勝つ色」として縁起のい
い色と見なされ、武士の服や武具はこの色で染められて「勝色」が生まれた

室町時代

1445 文安 2
阿波国麻植（おえ）郡から大量の葉藍が兵庫北関（きたのせき）という港に運び出された記録がある
（兵庫北関入船納帳）。1447年（文安 4）という説も

1498
バスコ・ダ・ガマが喜望峰を回ってインドのカリカット（現・コージコード）に達し、東洋航路を発
見。ここからインド藍がヨーロッパに持ち込まれ、「ウォード」に代わって普及していく

1532～56 天文・弘治年間 木綿の栽培が本格的に始まり、木綿布が織られるようになる

1552 天文年間
上方から藍染め職人・青屋四郎兵衛（あおやしろべえ）が阿波国・三好氏の居城・勝瑞（しょうず
い）城下に移り住み、藍染めを始める。四郎兵衛は （すくも）を使用したといわれる

安土桃山時代 1585 天正 13 蜂須賀家政が藩主として阿波国に入る。これ以降、藍作を保護・奨励する

江戸時代

1625 寛永 2 徳島藩が藍方役所を置く。藍の統制の始まり

18世紀初頭 ドイツ・ベルリンで「ベロ藍（プルシアンブルー）」が発見される

江戸時代中期 元禄～享保
藍甕 4つを一組として土間に埋め、その中央に「火壺（火床）」を設けてもみ殻などを燃やして染液を
温めることで、冬も藍染めが可能となった

1756 宝暦 6
玉師（藍師）株を制定し運上金を徴収する一方、藍作農家には葉を育てるだけで に加工す
ることすら許さなかった徳島藩に対する農民の怒りが爆発し、「藍玉一揆」が起こる

1781 天明元 犬伏久助（いぬぶしきゅうすけ）が の加工技術を改良。阿波藍の質が高まる

1800前後 寛政年間 12～13歳だった農家の娘・井上伝が藍染めの古着の色落ちを見て「久留米絣」を考案（古
着ではなく古むしろだったという説もある）

1818～30 文政年間 ベロ藍が大量に輸入され、藍色の微妙な濃淡で刷る浮世絵版画「藍摺絵」が登場

1856 イギリスの化学者、W・H・パーキンが紫色の人工染料「モーブ」を見出し、合成染料工業が起こる

明治時代

1868 明治元 このころからインド藍の輸入が始まる（主にイギリスから輸入）

1870 明治 3 合成染料が初めて輸入される

1873 明治 6 藍の製造販売が自由化される

1874 明治 7 ロバート・ウィリアム・アトキンソンが来日。藍色の衣服を身に付けた日本人を見て「ジャパン・ブルー」と称する

1890 明治 23
パトリック・ラフカディオ・ハーン（日本名・小泉八雲）が衣服のみならず、のれんなどにも濃い藍
色が使われているのを見て、「この国日本は神秘なブルーに満ちた国」と書き残す

1903 明治 36
徳島県の藍の生産量が 2万 1958トン（作付面積 1万 5099ha）と過去最高を記録する。しかし、
同年ドイツから合成染料（合成藍）が本格的に輸入され、国内の藍作は急激に衰退していく

大正時代 1910年代 国内でも合成藍の研究・生産が始まる

昭和時代
1932 昭和 7 三井鉱山（株）三池染料工業所（現・三井化学［株］大牟田工場）が合成藍の工業化に成功

1977 昭和 52 ジーンズブームが中年層にも浸透。東京都内のジーンズショップが 100軒を超える
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参考文献（50音順）

『藍―風土が生んだ色』（法政大学出版局 1991）
『藍Ⅱ―暮らしが育てた色』（法政大学出版局 1999）
『阿波藍　豪商―奥村家と吉野川―』（藍住町歴史館 藍の館）
『昭和・平成家庭史年表（増補版）』（河出書房新社 2001）
『日本の色・世界の色』（ナツメ社 2010）
『日本の伝統染織事典』（東京堂出版 2013）
『日本民俗大辞典（上）』（吉川弘文館 1999）
「藍住町歴史館 藍の館」の展示パネル
「北九州イノベーションギャラリー（産業技術継承センター）」Webサイト
※今号の取材で見聞きした内容も一部反映している

※紫アミ部分は国外の藍染め動向

藍ミニ図鑑

用語解説
 阿波藍 江戸時代、徳島藩領で生産した藍染めの元となる染料「 （すくも）」は、品質がよ

く、しかも大量に供給していたため、阿波の藍を「本藍（ほんあい）」、ほかの地方の
藍を「地藍（じあい）」と呼ぶほど別格の扱いをされていた。

 藍作農家 蓼藍を栽培する農家のこと。
 藍師 蓼藍の葉に水をかけ、さらにむしろをかけて自然発酵させて藍染めの染料「 」をつ

くる人。明治時代になってから、自分で商いもできるようになった。
 藍商 や蓼藍の葉（葉藍）などを売買する人。徳島藩の藍商の多くは新町川の畔に藍蔵を

もち、港まで小船で運び、さらに廻船によって藩外の市場に出荷した。また、その際
に干鰯などを購入して廻船に積み込んで持ち帰り、藍作農家に肥料として貸し付けた。
藍商は、 をつくるときに水を打つ「水師（みずし）」を養成する学校もつくった。


